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安芸太田町いきいきふれあい給食特区」変更認定申請新旧対照表 

新 旧 
構造改革特別区域計画 構造改革特別計画 
４ 構造改革特別区域の特性 
・本町の人口は、直近である平成２２年の国勢調査では７，２５９人（高

齢化率４６．３％）であり、平成１７年の同調査の８，２３８人と比べる

と９７９人（割合にすると１１．９%）減少した。この調査により、本町は

広島県内で最も人口が少なく、人口減少率（平成１７年から平成２２年）

の最も高い自治体である。とりわけ少子化は深刻で、平成２２年度の年間

出生者数は２８人にとどまり、今後の年間出生者数も３０人前後で推移し

ていくことが予測される。 
・現在、町内には５保育所、１幼稚園があり、１４９人の児童が入所、入

園しているが、そのうち、４施設は１０人前後であり、子どもの集団生活

における育ちの面と施設の効率的運営の観点から、今後とも統廃合による

適正配置を計画的に進める必要に迫られている。 
・こうした状況の下、本町では、少ない児童数だからこそ可能になる子育

て支援策を住民との協働によって実現し、若者の定住を促進するべく取り

組んできた。平成２２年 3 月に「次世代育成支援後期行動計画」を策定し、

子育てに「安心」「喜び」「あこがれ」を持てる環境づくりを進めることと

した。 
・このようななか、平成１８年から平成１９年秋までの間に、「幼保一元化

懇話会」として幼稚園と保育所の保護者と行政関係者による懇談を計８回

開催し、平成２０年４月には、全町から幅広い層の住民の参加による「就

学前保育・教育のあり方検討委員会」から幼保施設の適正配置や保育料の

軽減、認定こども園制度の導入、通園費補助制度の創設等を柱とする子育

４ 構造改革特別区域の特性 
・本町の人口は、直近である平成１７年の国勢調査では８，２３８人（高

齢化率４２．６％）であり、平成１２年の同調査の９，１８１人に比べる

と９４４人（割合にすると１０．３%）減少した。この調査により、本町は

広島県内で最も人口が少なく、人口減少率（平成１２年から平成１７年）

の最も高い自治体であることが判明した。とりわけ少子化は深刻で、平成

１８年度の年間出生者数は３２人にとどまり、今後の年間出生者数も３０

人前後で推移していくことが予測される。 
・現在町内には６保育所(私立１を含む)、５幼稚園があり、１５４人の児童

が入所、入園しているが、そのうち、５施設は１０人未満であり、子ども

の集団生活における育ちの面と施設の効率的運営の観点から、今後、統廃

合による適正配置を計画的に進める必要に迫られている。 
・こうした状況下の下、本町では、少ない児童数だからこそ可能になる子

育て支援策を住民との協働によって実現し、若者の定住を促進するべく取

り組んできた。平成１７年３月に「次世代育成支援行動計画」を策定し、

子育てに「安心」「喜び」「あこがれ」を持てる環境づくりを進めることと

した。 
・このようななか、平成１８年から平成１９年秋までの間に、「幼保一元化

懇話会」として幼稚園と保育所の保護者と行政関係者による懇談を計８回

開催したところであるが、今後は、全町から幅広い層の住民の参加を得て

「就学前保育・教育のあり方検討委員会」を開いていく。また、この委員

会において、幼保施設の適正配置や保育料の軽減、認定こども園制度の導 
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て支援策などを網羅した報告書の提出を受け子育て支援策を拡充した。 
 
 
・今回、「公立保育所における給食の外部搬入方式の容認事業」を実施する

加計地区には、公立保育所が２か所あり、６７人（平成２４年１月１９日

現在）の児童が入所している。この地区には、幼稚園がないために就学前

教育を要望する声が以前から強くあったことや、多様化する子育て支援の

ニーズに対応するため、この地区の子育ての中心的な拠点施設として、平

成２０年度に加計小学校に隣接した場所に幼保一体化施設を建設し、平成

２１年４月には保育所型の「加計認定こども園あさひ」を開園した。 

入、通園費補助制度の創設等を柱とする子育て支援策が全町的コンセンサ

スを得るよう検討を進め、コンセンサスを得た後は、これらの子育て支援

策を具体化していく。 
・今回、「公立保育所における給食の外部搬入方式の容認事業」を実施する

加計地区には、公立保育所が３か所、私立保育所が１か所あり、７６人（平

成１９年４月１日現在）の児童が入所している。この地区には、幼稚園が

ないために就学前教育を要望する声が以前から強くあったことや、多様化

する子育て支援のニーズに対応するため、この地区の子育ての中心的な拠

点施設として、平成２０年度に加計小学校に隣接した場所に幼保一体化施

設を建設し、平成２１年４月から保育所型の認定こども園として開園する。 
５ 構造改革特別区域の意義 
・本計画は、加計認定こども園あさひと修道保育所の公立保育所に加計学

校給食共同調理場で調理した給食を外部搬入するものである。 

５ 構造改革特別区域の意義 
・本計画は、加計認定こども園あさひと殿賀保育所、修道保育所の公立保

育所に加計学校給食共同調理場で調理した給食を外部搬入するものであ

る。 
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「安芸太田町いきいきふれあい給食特区」変更認定申請新旧対照表 
新 旧 

別紙 別紙 
２ 当該規制の特例措置の適用を受けようとするもの 
   安芸太田町立修道保育所、 削除  

安芸太田町立加計認定こども園あさひ 
    

２ 当該規制の特例措置の適用を受けようとするもの 
   安芸太田町立修道保育所、安芸太田町立殿賀保育所 

安芸太田町立加計認定こども園あさひ 

４ 特定事業の内容 
   安芸太田町立修道保育所、安芸太田町立加計認定こども園あさひ、 
 削除の給食は、加計学校給食調理場において調理を行い、外部搬入方式と

して実施する。 

４ 特定事業の内容 
   安芸太田町立修道保育所、安芸太田町立加計認定こども園あさひ、 

安芸太田町立殿賀保育所の給食は、加計学校給食調理場において調理を

行い、外部搬入方式として実施する。 
５ 当該規制の特例措置の内容 
 （１）調理室として保存、配膳等のために必要な調理機能を有する設備を

設けることについて 
  本文略 
   搬入元[安芸太田町立加計学校給食共同調理場の概要] 

面   積 ５４９㎡ 

職員配置数 

学校栄養職員１名 場長 1 名 調理員 3 名 臨時調理員

４名 

代替調理員４名 運転手３名（交代制）  

略 略 

略 略 

 

５ 当該規制の特例措置の内容 
 （１）調理室として保存、配膳等のために必要な調理機能を有する設備を

設けることについて 
  本文略 
    搬入元[安芸太田町立加計学校給食共同調理場の概要] 

面   積 ５４９㎡ 

職員配置数 

学校栄養職員１名 場長 1 名 調理員 2 名 臨時調理員

４名 

代替調理員４名 運転手３名（交代制）  

略 略 

略 略 
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搬入先 [安芸太田町立保育所調理室の概要] 

 

保育所名 面 積 職員配置数 調 理 器 具 一 覧 
修道保育所 略 略 略 
加計認定こど

も園あさひ 
略 略 略 

削除 削除 削除 削除 

 
 

 
搬入先 [安芸太田町立保育所調理室の概要] 

 

保育所名 面 積 職員配置数 調 理 器 具 一 覧 
修道保育所 略 略 略 
加計認定こど

も園あさひ 
略 略 略 

殿賀保育所 9.29 ㎡ １名 冷蔵庫、冷凍庫、ガス台、配膳台、
電子レンジ 
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新 旧 
６ 配送スケジュール 

  
 略 

 
   
       
    
 
    
   配送出発    加計認定こども園あさひ    修道保育所 
  （ＡＭ10:15）    （ＡＭ10:20）      （ＡＭ10:50） 

６ 配送スケジュール 
    
    略 
 

1 号車 
     配送出発      殿賀保育所 
    （ＡＭ10：20）   （ＡＭ10：35） 

    
 

    配送出発 加計認定こども園あさひ    修道保育所 
  （ＡＭ10:15）   （ＡＭ10:20）     （ＡＭ10:50） 

2 号車 

 


	③2新旧対照表23(1.2)
	③3新旧対照表23(3.4)
	③4新旧対照表23(5.6)

